
先輩職員の声［経験者採用・事務官］

●中国地方整備局を選んだ理由は何ですか？

●前職の経験は活かせていますか？

●今後の目標は何ですか？

●これまでどんな職務をやってきましたか？

以前は百貨店や接客業が好きで、百貨店に勤務していました。

しかし、年月が経つにつれ、自身の将来を考えた時に不安を感じて転職を考えていたところ、ふらっ
と立ち寄った転職フェアで話を伺ったことがきっかけです。

その際に、自分が生まれ育った中国地方で道路等のインフラ整備や管理に携わることができる仕事
に魅力を感じ、また、公務員であれば前職のように経営状況によらず、安定して定年まで働くことが
できる点に惹かれ、中国地方整備局を選びました。

入省１年目からは、島根県浜田市にある事務所の道路管理課で、国道を通行する大型トレー
ラー等の特殊車両の指導・取り締まりを警察と連携して行うなど、道路の管理に関する業務を行
いました。

入省３年目からは、広島市にある本局の道路部で、道路に関する許認可事務等について、管内
の事務所に対する指導や関係機関との調整といった業務を行いました。

入省６年目の今は、本局の総務部で、非常勤職員の採用や給与の支給、規則改正等の事務
手続きに加え、管内の事務所に対する指導や関係機関との調整といった業務を行っています。

前職は百貨店でしたので、公務員でもなければ特に資格があるわけでもなく、これまでの仕事とは
全く異なるので最初はとても不安でした。

しかし、実際に仕事をしてみると、現場に出向いて地元の方々とお話しするといった対外的な仕事
も多く、また、職場内でもいろいろな部署や技術系職員と調整・連携しながら仕事をする事も多い
ので、これまでの接客対応やコミュニケーションスキルについてはとても役に立ったと思っています。

入省して５年経ちましたが、中国地方整備局の業務は幅広く、まだまだ知らない事がたくさんあり、
勉強の毎日です。新卒で入省とされた方と比べると経験年数が短いですが、違う職種を経験して
きたからこその強みを活かし、幅広く仕事に携わっていく中でしっかりと知識を蓄え、組織を牽引でき
るような人材になりたいです。

また、仕事は仕事として集中して取り組みながら、オンとオフの切り替えはきっちり行い、プライベート
では家族でたくさん旅行ができればと思っています。

●サポートはありましたか？

私が入省した頃はコロナ禍のピークでしたので、当初予定されていた研修が行えず、入省式の後は
すぐに事務所で勤務することになりました。しかし、上司の方が職場内での勉強会を開催していた
だき、とてもありがたかったことを覚えています。

入省後半年後には広島市で新任係長の研修があり、普段会えない同期との仲を深めることもで
きました。

また、日々の業務においても周りの方のサポートがあり年次休暇も取得しやすく、結婚や出産の際
には特別休暇を取得させてもらい、充実したプライベートを過ごせていると思います。

Ａさん（総務部厚生課・係長）
入省：令和２年４月
前職：百貨店（11年）

R2年度～：浜田河川国道事務所・道路管理課・特殊車両係長
R4年度～：本局道路部路政課・行政第一係長ほか
R7年度～：本局総務部厚生課・係長

※令和7年度時点の情報です
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●中国地方整備局を選んだ理由は何ですか？

●前職の経験は活かせていますか？

●今後の目標は何ですか？

●これまでどんな職務をやってきましたか？

以前は接客業をしていましたが、将来のことを考えて迷っている中で転職サイトを閲覧していたとこ
ろ、中国地方整備局の経験者採用試験が行われているのを知りました。

色々調べているうちに、将来に向けた大規模な事業を進めていることに魅力を感じ、中国地方整
備局を選びました。

以前の職場と違い、勤務日がカレンダーどおりであることと、休暇制度が充実していることも選んだ
理由の一つです。

１～２年目：島根県浜田市にある事務所で河川管理を担当し、河川占用許可について河川
管理上支障がないか、法令に適合しているかといった審査や自治体との協議を行っていました。

３年目：島根県松江市にある事務所で、契約事務を担当し、発注に係る関係部署との調整や
発注資料の作成、入札事務などを行っていました。

４年目：事務所の予算が適正に執行されているかを確認する支払書類の審査や国の債権を管
理する仕事をしていました。

５年目：現在は本局の総務部で、公務災害や通勤災害、職員の健康安全管理に関する仕
事をしています。

業種が違うので、前職の経験が直接的に役に立ったことはありませんが、周りの方が相談に乗ってく
れ、サポートしてくれるので困るようなことはありませんでした。

前職の経験が間接的にでも活かせる場面はあると思いますし、全く違う仕事でも、これまで特に気
になったことはないので、不安にならずに挑戦してみてください。

入省して５年経ちますが、まだまだ知らない仕事がたくさんあります。今後もいろいろな仕事に携わ
れるようにスキルアップを続けていきたいと考えています。

また、経験した仕事では誰にも負けないと言える知識と経験を身につけ、周りから頼られるような存
在になりたいです。

●サポートはありましたか？

いろいろな部署を経験させてもらう中で、新しい仕事に対応できるか心配になることもありますが、
研修やセミナーなどの機会があり、不安な点などが少しでも解消できるように考慮されていると感じ
ています。
また、部署によって雰囲気は違いますが、基本的にオープンで相談しやすい職場だと思います。
プライベートの面でも、周りの方のサポートもあり、希望どおりに休暇取得できています。

Hさん（総務部厚生課・係長）
入省：令和３年４月
前職：小売業（7年）ほか

R3年度～：浜田河川国道事務所・占用調整課・占用調整係長
R5年度～：松江国道事務所・経理課・契約係長、経理係長
R7年度～：本局総務部厚生課・安全係長

※令和7年度時点の情報です


